
「読書の秋」を楽しみましょう。 校長 村山 英哲

灯火親しむ季節となりました。昼休みの図書室は，一人で本に集中している生徒，友だち

と一緒に本を見ている生徒，借りる本を楽しそうに探す生徒で大賑わいです。活発に動き回

る姿もいいですが，静かに本に向かう姿もいいものです。

学校では，司書補の森田真紀子先生を中心に，読書の雰囲気づくり，多様な読書活動，読

み聞かせ等々，本好きな生徒を育てるために取り組んでいます。御家庭での取組も効果的だ

と思います。子どもを本好きにするには，「子どもの身近に本をおくこと」「子どもの身近に

読書をする人がいること」「読書の時間を与えること」などが挙げられます。そのために，

最も効果的な方法は，親子読書だと思います。ノーテレビデーを設定して親子読書が始めら

れるといいですね。

具体的には，次のようなやり方が効果的だと言われています。

⑴ その子にあった本を広い領域から選ぶ。

⑵ 子どもが声を出して読むのを親は静かに聞く。

⑶ 読後に親子で楽しく話し合いをする。

こんな「お話」を見つけました。

あかね雲
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平成２９年１０月１９日

喜怒哀楽の人間学
少年は両親の愛情をいっぱいに受けて育てられた。殊に母親の溺愛は，近所の物笑いの種になるほ

どだった。その母親が姿を消した。庭に作られた粗末な離れ。そこにこもったのである。結核を病ん
だのだった。
近寄るなと周りは注意したが，母恋しさに少年は，離れに近寄らずにはいられなかった。しかし，

母親は一変していた。少年を見るとありったけの罵声を浴びせた。コップ，お盆，手鏡，手当たり次
第に投げつける。青ざめた顔。長く乱れた髪。荒れ狂う姿は鬼だった。
少年は次第に母を憎悪するようになった。悲しみに彩られた憎悪だった。少年６歳の誕生日に母は

逝った。「お母さんにお花を」と勧める家政婦のおばさんに，少年は全身で逆らい，決して棺を見よう
とはしなかった。
父は再婚した。少年は新しい母に愛されようとした。だが，だめだった。父と義母の間に子どもが

生まれ，少年はのけ者になる。少年が９歳になって程なく，父が亡くなった。やはり結核だった。そ
の頃から少年の家出が始まる。公園やお寺が寝場所だった。公衆電話のボックスで，体を二つ折りに
して寝たこともある。その度に警察に保護された。何度目かの家出の時，義母は父が残したものを処
分し，家をたたんで蒸発した。それからの少年は施設を転々とするようになる。13歳の時だった。少
年は知多半島の少年院にいた。もういっぱしの「札付き」だった。
ある日，少年に奇跡の面会者が現れた。泣いて少年に棺の中を見せようとしたあの家政婦のおばさ

んだった。おばさんは，なぜ母が鬼になったのかを話した。死の床で母はおばさんに言ったのだ。
「私は間もなく死にます。あの子は母親を失うのです。幼い子が母と別れて悲しむのは，優しく愛

された記憶があるからです。憎らしい母なら死んでも悲しまないでしょう。あの子が新しいお母さん
に可愛がってもらうためには，死んだ母親なんか憎ませておいた方がいいのです。その方があの子は
幸せになれるのです。」
少年は話を聞いて呆然とした。自分はこんなに愛されていたのか。涙が止めどもなくこぼれ落ちた。

札付きが立ち直ったのはそれからである。作家・西村滋（しげる）さんの少年期の話である。
喜怒哀楽に満ちているのが人生である。喜怒哀楽に彩られたことが次々に起こるのが人生である。

だが，その表面だけをすくい取り，手放しで受けとめてはなるまい。喜怒哀楽の向こうにあるものに
思いを馳せつつ，人生を歩みたいものである。その時，人生は一層の深みを増すだろう。われわれが
人間学を学ぶ所以（ゆえん）もそこにある。

９月２１日，弾道ミ １０月１０日，生徒
サイルに関する避難訓 会立会演説会・選挙を
練を実施しました。本 実施しました。９人の
校の場合は，あかね文 立候補者が各々の公約
化ホールに避難します。 を堂々と演説していま
屋外等にいる場合の行 した。どの生徒が新役
動も指導しました。自 員になっても期待でき
分で考え，行動する力 るものでした。
をもちましょう。

９月２４日，第７０回体育大会を大会スローガ １０月１８日，文化
ン「限界突破！ 情熱 感動あふれる 晴れ舞台」 祭リハーサルを実施し
のもと開催しました。好天に恵まれ，生徒の競技 ました。２０日の文化
等に真摯に取り組む姿勢と保護者の競技への出場 祭に向けて短時間でし
で，大成功のうちに終了することができました。 たいいリハーサルがで
総合の部は紅組が，応援の部は白組が優勝しまし きました。
た。

◎第68回県図画作品展県審査会
○入選 １年 花輪富士翔

◎「ぼく，わたしの西郷隆盛」～西郷隆盛絵画展～
○和泊西郷南州顕彰会会長賞 １年 吉野仁賢
○入選 １年 宮田姫華，西村藍香

花輪富士翔，大屋菜月
芋高みつ美，東さくら

２年 松瀬興士郎，藤井明子

１０月２７日（金）１３時２５分から
公開研究会があります。保護者の皆様も
ご参観ください。

日 曜 主な行事
１ 水 町学校開放週間(～７日)，安全点検日
２ 木 ３年授業参観・学年学級ＰＴＡ
３ 金 文化の日，町文化の祭典
６ 月 三者面談・教育相談期間(～24日)

沖永良部中学校弁論・英語暗唱大会
７ 火 給食費徴収日
８ 水 給食費徴収日
10 金 漢字検定
11 土 土曜授業
18 土 青少年育成の日，数学検定
19 日 家庭の日
20 月 テスト前部活動停止・家庭学習強調週間(～29日)
21 火 生徒会専門部会
23 木 勤労感謝の日，町農業祭
25 土 長浜会
27 月 期末テスト
28 火 期末テスト
29 水 期末テスト
30 木 教育委員会学校訪問

体育大会ではご参加・応援ありがと
うございました。閉会式まで観覧いた
だき，テント撤去等をしていただけれ
ばありがたいです。よろしくお願いし
ます。

避難の様子
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